
政策評価・事務事業評価実施後における執行者対応等検証シート 
 

【事業名称】おおた芝桜まつり・イルミネーション運営業務委託事業    
 

 H３０年度予算額 H２９年度決算額 H2７年度決算額（評価実施年度） 

芝桜まつり事業費 15,000,000 円 20,643,766 円 22,286,710 円 

イルミネーション事業費 15,000,000 円 21,410,846 円 18,701,837 円 

合計 30,000,000 円 42,054,612 円 40,988,947 円 

 

〇事業評価チェック表（政策評価・事務事業評価実施時における事業概要及び事業実績並びに評価結果） 
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・事業の概要  「北部運動公園事業推進協議会」が事業運営を委託され実施している。（協議会は、太田市、観光協会、商工会議所、地元区長会、

関係機関等で構成） 

平成 20 年 3 月 31 日に供用開始となった八王子山公園（北部運動公園）において、おおた芝桜まつりは平成 20 年度の全国都市緑

化ぐんまフェアから 9 回、イルミネーションは平成 21 年度から 7 回それぞれ事業を実施している。 

・ねらい    太田市を代表する観光スポットとして、1 年を通して観光誘客のできる公園として両事業を実施していく。 

・予算     平成 28 年度おおた芝桜まつり運営事業委託料 15,000,000 円 

        平成 28 年度イルミネーション運営事業委託料 15,000,000 円 
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・事業実績   平成 25 年度 おおた芝桜まつり 4/3～5/12（40 日間）  来場者数 164,700 人 駐車場収入 9,497,000 円 

               イルミネーション 11/16～1/13（59 日間） 来場者数 117,300 人 駐車場収入 14,381,000 円 

        平成 26 年度 おおた芝桜まつり 4/3～5/11（39 日間）  来場者数 212,700 人 駐車場収入 16,034,500 円 

               イルミネーション 11/15～1/12（59 日間） 来場者数 101,900 人 駐車場収入 11,747,000 円 

        平成 27 年度 おおた芝桜まつり 4/8～5/6（29 日間）    来場者数 133,600 人 駐車場収入 13,818,500 円 

               イルミネーション 11/14～1/11（59 日間） 来場者数 101,800 人 駐車場収入 10,507,500 円 

        平成 28 年度 おおた芝桜まつり 4/7～5/5（29 日間）   来場者数 130,700 人 駐車場収入 10,404,500 円 
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評価 

総合評価基準 計 70/100 課    題 

５ きわめて良好である  80 点以上  

４ 

来場者数増加のため、新たな目玉イベント開催、

他事業や近隣の花・イルミの名所との連携、旅

行会社へのＰＲを強化すべき。イベント出店者

としてより多くの物産業者を取り込むこと。 

イベント開催時の駐車場等の利便性向上が求め

られる。 

４ 適正である      60～79 点 ○ 

３ おおむね適正である  40～59 点  

２ 問題がある      20～39 点  

１ 不適正である     19 点以下  
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評価 

今後の方向性基準評価評価（該当欄の○） 評価 決定理由 

５ 「拡充する」  

４ 

民間での観光事業が難しい中、本市の観光入込

客数に寄与できる貴重な観光事業であるので、

現状のまま継続するべきである。 

４ 「現状のまま継続する」 ○ 

３ 「改善・効率化し継続する」  

２ 「見直しのうえ縮小する」  

１ 「不適正である」  
 

 

〇執行者対応等確認表（委員会の評価結果を受けての執行者の対応） 
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事業実績の比較、 

評価後の改正点等 

・政策評価・事務事業評価実施後の事業実績（評価実施時との比較）  

・政策評価・事務事業評価実施後の改正点、または見直しを行った点（改正等を行わなかった場合は、その理由等） 

芝桜まつりについては、平成 28 年度から太田市物産販売ブースを設置し、バスツアーなど市県外来場者などへ

のＰＲに努めております。また、花の植栽については、公園東エリアで芝桜を、西エリアではネモフィラ、ポピー、

スイートアリッサムなどの花を試行し、より多くの来場者に親しみ楽しんでいただけるよう努めております。 

イルミネーションについては、平坦な芝生広場で行っていた装飾を、平成 29 年度から東エリアの広大な斜面一

面を装飾し、公園の特色を生かすとともに、クリスマス打上花火を実施するなど新たな取り組みによる誘客に努め

ております。 

今後の事業方針 

・今後の事業方針（事業実績に対する評価も含む） 

平成 28 年度以降実施している取り組みによる効果を得るため、一層のＰＲを行うとともに、植栽管理方法の検

討などにより誘客に努めてまいりたいと考えております。 
平成 28 年度 イルミネーション 11/12～1/9（59 日間）  来場者数  77,800 人 駐車場収入  7,614,500 円 

平成 29 年度 おおた芝桜まつり 4/6～5/7（32 日間）    来場者数 153,200 人 駐車場収入 13,645,000 円 

イルミネーション 11/18～1/8（52 日間） 来場者数  71,000 人 駐車場収入  5,923,500 円 

 平成 30 年度 おおた芝桜まつり 4/5～5/6（32 日間）    来場者数 139,100 人 駐車料金無料 

 

〇検証結果（執行者の対応に対する委員会の評価） 
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対応への評価、 

課題・改善点等 
（今後の事業展開等含む） 

委員会における検証結果 

おおた芝桜まつり、イルミネーションの運営については、政策評価実施後も改善を図ろうとする姿勢はうかがえ

るものの、ここ数年の来場者数は減少傾向にある。従前現状のまま継続するとの評価を行ってはいるものの、今年

度に太田強戸スマートインターチェンジが開通したことで、八王子山公園は更なる発展が見込まれることから、PR

の方法等について強化を図るなど、更なる改善に向けた努力を期待したい。 

おおた芝桜まつりについては、台風等の自然災害により開花が左右されることがあるものの、専門知識を有する

職員もいないことから、管理面において限界にあると思われる。今後は専門家を有する団体等による指定管理を考

えているとのことなので、専門知識を取り入れた中での管理面の改善や新たな事業展開が図れるよう、指定管理に

ついて早急に研究を進めていただきたい。併せて期間中に開催されるイベントについても力を入れていただき、来

場者数の増加に繋げられるよう努力していただきたい。 

また、イルミネーションについては点灯式等のイベントを行うなど自分たちが参加しているという意識が持てる

ような良い取り組みも行っていることから、更に市民が関心を持てるように、コンテストの実施やエコハウスでイ

ルミネーションの装飾の指導をする等、工夫を凝らして誘客に努めていただきたい。 


